
工
事
場
所
＝
長
船
町
土

　
工
事
場
所
＝
長
船
町
土
師

地
内工

事
概
要
＝
造
成
盛
土

　
工
事
概
要
＝
造
成
盛
土
工

Ｖ
３
万
４
１
０

４
１
０
０
弱
、
道
路

、
道
路

工
（
外
周
道
路
）
Ａ

工
（
外
周
道
路
）
Ａ
３
３
３
３
９

３
・
６
釈
、
調
整
池
工
Ｖ

、
調
整
池
工
Ｖ
５

５
２
５
２
８
弱

工
期
＝

年

　
工
期
＝
　
年
３
月
　
日

2323

3131

成
員
の
最
低
出
資
比
率

成
員
の
最
低
出
資
比
率
は
　3030

％
以
上
―
な

％
以
上
―
な
ど

の
通
り

の
通
り
。

参
加
資
格
＝

　
参
加
資
格
＝
２
社
に
よ

社
に
よ
る

Ｊ
Ｖ
。
土
木
一
式
工
事
の

Ｊ
Ｖ
。
土
木
一
式
工
事
の
格

付
が
「
Ａ
Ａ
」
ま
た
は
「
Ａ

付
が
「
Ａ
Ａ
」
ま
た
は
「
Ａ
」

（
Ｊ
Ｖ
の
代
表
者
は
Ａ
Ａ
）

（
Ｊ
Ｖ
の
代
表
者
は
Ａ
Ａ
）
。

代
表
者
は
県
内
に
主
た
る

代
表
者
は
県
内
に
主
た
る
営

業
所
を
有
す
る
。

業
所
を
有
す
る
。
２
０
２

２
０
２
０

年
４
月
１
日
か
日
か
ら
　
年
３
月

2222

　
日
ま
で
の
間
に
同
市
発

日
ま
で
の
間
に
同
市
発
注

3131の
請
負
金
額

の
請
負
金
額
５
０
０

５
０
０
万
円
万
円
以

上
の
土
木
一
式
工
事
の
実

上
の
土
木
一
式
工
事
の
実
績

が
あ
る
場
合
は
、
工
事
の

が
あ
る
場
合
は
、
工
事
の
評

定
点
の
平
均
点

定
点
の
平
均
点
が
　
点
未
満

点
未
満

6565

で
な
い
こ
と
。
そ
の
他
の

で
な
い
こ
と
。
そ
の
他
の
構

瀬
戸
内
市
は

　
瀬
戸
内
市
は
８
日
、
日
、
２
社

に
よ
る
Ｊ
Ｖ
を
対
象
と
し

に
よ
る
Ｊ
Ｖ
を
対
象
と
し
た

制
限
付
一
般
競
争
入
札
（

制
限
付
一
般
競
争
入
札
（
事

後
審
査
型
）
で
「
第

後
審
査
型
）
で
「
第
２
宮
下

産
業
団
地
造
成
工
事
（
第

産
業
団
地
造
成
工
事
（
第
２

期
）
」
を
公
告
し
た
。
共

期
）
」
を
公
告
し
た
。
共
同

企
業
体
入
札
参
加
申
請
を

企
業
体
入
札
参
加
申
請
を
６

月
　

日
か
ら

日
か
ら
７
月
　

日
ま
日
ま

2929

1313

で
、
入
札
参
加
表
明
を

で
、
入
札
参
加
表
明
を
７
月

１
日
か
日
か
ら
　
日
ま
で
、
入

日
ま
で
、
入
札

1515

書
を
書
を
８
月
１
日
か
ら

日
か
ら
２
日
ま

で
受
け
付
け
、
入
札
受
け

で
受
け
付
け
、
入
札
受
け
付

け
最
終
日
に
開
札
す
る

け
最
終
日
に
開
札
す
る
。

主
な
参
加
資
格
な
ど
は

　
主
な
参
加
資
格
な
ど
は
次

瀬戸内市

第
2
宮
下
産
業
団
地
造
成
2
期

Ｊ
Ｖ
申

Ｊ
Ｖ
申
請請
77
月

日
ま

月
㮇
日
ま
でで

1313

管
路
舗
装
復
旧

管
路
舗
装
復
旧
」

参
加
資
格
＝
「
舗
装
」

　
参
加
資
格
＝
「
舗
装
」
６

０
０
０
０
点
以
上
の
市
内
業
者

点
以
上
の
市
内
業
者
。

ま
た
は
「
舗
装
」

ま
た
は
「
舗
装
」
７
０
０

７
０
０
点

以
上
の
準
市
内
業
者
。
年

以
上
の
準
市
内
業
者
。
年
平

均
完
工
高

均
完
工
高
１
６
６
０

１
６
６
０
万
円
万
円
以

上
―
な

上
―
な
ど

工
事
場
所
＝
用
之

　
工
事
場
所
＝
用
之
江

工
事
概
要
＝

　
工
事
概
要
＝
２
４
６

２
４
６
８
釈

（
Ｌ
（
Ｌ
８
２
０

８
２
０
ｍ
、
Ｗ

ｍ
、
Ｗ
３
・
１
～

６
・
２
ｍ
）

工
期
＝

　
工
期
＝
９
月
　
日
3030

予
定
価
格
＝

　
予
定
価
格
＝
２
０
６
５

２
０
６
５
万

円
（
税
抜

円
（
税
抜
）

開
札
日
＝

　
開
札
日
＝
同

「
北
部
処
理
区
（
甲
弩
）

　
「
北
部
処
理
区
（
甲
弩
）
管

路
舗
装
復
旧

路
舗
装
復
旧
」

参
加
資
格
＝
「
舗
装
」

　
参
加
資
格
＝
「
舗
装
」
５

０
０
０
０
点
以
上
の
市
内
業
者

点
以
上
の
市
内
業
者
。

工
期

　
工
期
＝
２
０
２

２
０
２
３
年
３
月

　
日
31

予
定
価
格
＝

　
予
定
価
格
＝
３
８
５
８

３
８
５
８
万

円
（
税
抜

円
（
税
抜
）

開
札
日
＝

　
開
札
日
＝
同

「
用
之
江
分
区
（
用
之
江

　
「
用
之
江
分
区
（
用
之
江
）

工
期

　
工
期
＝
　
月
　
日

1212

2323

予
定
価
格
＝

　
予
定
価
格
＝
５
７
２
５

５
７
２
５
万

円
（
税
抜

円
（
税
抜
）

開
札
日
＝

　
開
札
日
＝
６
月
　
日
2323

「
市
道
茂

　
「
市
道
茂
平
1
4
8

1
4
8
号
線
号
線

外
配
水
管
布
設
替

外
配
水
管
布
設
替
」

参
加
資
格
＝
「
管
」
ま

　
参
加
資
格
＝
「
管
」
ま
た

は
「
水
道
施
設
」

は
「
水
道
施
設
」
７
０
０

７
０
０
点

以
上
。
市
内
業
者
。「
管
」

以
上
。
市
内
業
者
。「
管
」
ま

た
は
「
水
道
施
設
」
の
年

た
は
「
水
道
施
設
」
の
年
平

均
完
工
高

均
完
工
高
３
０
９
０

３
０
９
０
万
円
万
円
以

上
―
な

上
―
な
ど

工
事
場
所
＝
茂

　
工
事
場
所
＝
茂
平

工
事
概
要
＝
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ

　
工
事
概
要
＝
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｉ

Ｐ
φ
Ｐ
φ
２
０
２
０
０
勺
Ｌ
４
７
８

４
７
８
・

８
ｍ

笠
岡
市
は

　
笠
岡
市
は
８
日
、
事
後

日
、
事
後
審

査
型
制
限
付
一
般
競
争
入

査
型
制
限
付
一
般
競
争
入
札

で
汚
水
枝
線
な
ど
工
事

で
汚
水
枝
線
な
ど
工
事
４
件

を
公
告
し
た
。
い
ず
れ
も

を
公
告
し
た
。
い
ず
れ
も
６

月
　
日
ま
で
参
加
を
募
る

日
ま
で
参
加
を
募
る
。

2121「
用
之
江
分
区
（
用
之
江

　
「
用
之
江
分
区
（
用
之
江
）

汚
水
枝
線

汚
水
枝
線
」

参
加
資
格
＝
「
土
木
一
式

　
参
加
資
格
＝
「
土
木
一
式
」

７
０
０

７
０
０
点
以
上
。
市
内
業
者

点
以
上
。
市
内
業
者
。

年
平
均
完
工
高

年
平
均
完
工
高
４
５
８
０

４
５
８
０
万

円
以
上
―
な

円
以
上
―
な
ど

工
事
場
所
＝
用
之

　
工
事
場
所
＝
用
之
江

工
事
概
要
＝
φ

　
工
事
概
要
＝
φ
２
０
２
０
０
勺

開
削
Ｌ

開
削
Ｌ
６
８
５

６
８
５
ｍ
、
マ
ン

ｍ
、
マ
ン
ホ

ー
ル
・
取
付
管
及
び
桝
・

ー
ル
・
取
付
管
及
び
桝
・
付

帯
一
帯
一
式

笠岡市

㮇
日
ま
で
参
加
募
集

21

汚
水
枝
線
な
ど
工
事
4
件

岩
国
市
水
道
局
は

　
岩
国
市
水
道
局
は
６
日
、

５
月
　
日
に
条
件
付
一
般

日
に
条
件
付
一
般
競

3131

争
入
札
で
「
千
鳥
ヶ
丘
配

争
入
札
で
「
千
鳥
ヶ
丘
配
水

池
緊
急
遮
断
弁
設
置
工

池
緊
急
遮
断
弁
設
置
工
事

入
札
1
件
中
止

岩
国
市
水
道
局

並
行
現
道
の
交
通
量
は

　
並
行
現
道
の
交
通
量
は
、

開
通
後
は

開
通
後
は
１
日
約
日
約
９
７
０

９
７
０
０

台
。
開
通
前
と
比
べ
約

台
。
開
通
前
と
比
べ
約
１
万

７
６
０
０

７
６
０
０
台
減
少
す
る
一

台
減
少
す
る
一
方

で
、
接
続
す
る
三
原
バ
イ

で
、
接
続
す
る
三
原
バ
イ
パ

ス
に
お
い
て
は
、
開
通
前

ス
に
お
い
て
は
、
開
通
前
の

約
１
万
４
０
０
０

４
０
０
０
台
か
ら

台
か
ら
約

２
万
２
３
０
０

２
３
０
０
台
に
増
加

台
に
増
加
。

結
果
、
糸
崎
ラ
ン
プ
や
福

結
果
、
糸
崎
ラ
ン
プ
や
福
地

Ｉ
Ｃ
周
辺
で
朝
夕
を
中
心

Ｉ
Ｃ
周
辺
で
朝
夕
を
中
心
に

発
生
し
て
い
た
渋
滞
が
緩

発
生
し
て
い
た
渋
滞
が
緩
和

さ
れ
、
旅
行
速
度
が
向
上

さ
れ
、
旅
行
速
度
が
向
上
。

朝
夕
ピ
ー
ク
時
に
お
け
る

朝
夕
ピ
ー
ク
時
に
お
け
る
三

原
市
～
尾
道
市
間
の
所
要

原
市
～
尾
道
市
間
の
所
要
時

間
が
上
り
で

間
が
上
り
で
約
　
分
、
下
り

分
、
下
り

1010

で
約
で
約
８
分
短
縮
さ
れ
た

分
短
縮
さ
れ
た
。

死
傷
事
故
は
、
渋
滞
を

　
死
傷
事
故
は
、
渋
滞
を
起

因
と
す
る
追
突
事
故
が
年

因
と
す
る
追
突
事
故
が
年
間

約
　
件
発
生
し
て
い
た
が

件
発
生
し
て
い
た
が
、

1818
渋
滞
の
解
消
に
よ
り
年
間

渋
滞
の
解
消
に
よ
り
年
間
約

１
件
と
件
と
９
割
以
上
減
少
。

割
以
上
減
少
。
追

突
事
故
に
つ
い
て
は
、
開

突
事
故
に
つ
い
て
は
、
開
通

後
発
生
し
て
い
な
い

後
発
生
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
新
倉
交
差
点
～

　
ま
た
、
新
倉
交
差
点
～
福

山
西
Ｊ
Ｃ
Ｔ
に
お
い
て
は

山
西
Ｊ
Ｃ
Ｔ
に
お
い
て
は
、

と
め
た
。
デ
ー
タ
に
よ
る
と

と
め
た
。
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

並
行
す
る
現
道
交
通
量
の

並
行
す
る
現
道
交
通
量
の
約

７
割
が
木
原
道
路
に
転
換

割
が
木
原
道
路
に
転
換
す

る
と
と
も
に
、
接
続
す
る

る
と
と
も
に
、
接
続
す
る
三

原
バ
イ
パ
ス
の
利
用
率
が

原
バ
イ
パ
ス
の
利
用
率
が
２

割
増
加
。
三
原
市
～
尾
道

割
増
加
。
三
原
市
～
尾
道
市

間
の
所
要
時
間
が

間
の
所
要
時
間
が
約
　
分
短
分
短

1010

縮
さ
れ
た
と
し
て
い
る

縮
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

市
福
地
町
～
三
原
市
糸
崎

市
福
地
町
～
三
原
市
糸
崎
８

丁
目
、
Ｌ

丁
目
、
Ｌ
３
・
８
灼
）
に
つ

）
に
つ

い
て
、
開
通
後

い
て
、
開
通
後
１
年
時
点

年
時
点
の

デ
ー
タ
か
ら
整
備
効
果
を

デ
ー
タ
か
ら
整
備
効
果
を
ま

中
国
地
方
整
備
局
福
山

　
中
国
地
方
整
備
局
福
山
河

川
国
道
事
務
所
は
、

川
国
道
事
務
所
は
、
２
０
２
０
２

１
年
３
月
　
日
に
開
通
し

日
に
開
通
し
た

1414

国
道
国
道
２
号
木
原
道
路
（
尾

号
木
原
道
路
（
尾
道

福山河川国道

三
原
～
尾
道
間
、約
㮇
分
短
縮

10

木
原
道
路
の
整
備
効
果
ま
と
め
る

管
渠
実
施
設
計
業
務
の
実

管
渠
実
施
設
計
業
務
の
実
績

（
１
件
の
契
約
金
額
が

件
の
契
約
金
額
が
１
０

０
０
０
０
万
円
以
上
）
を
有
す

万
円
以
上
）
を
有
す
る

―
な
―
な
ど

業
務
場
所
＝
西
仁
井
令

　
業
務
場
所
＝
西
仁
井
令
１

丁
目
ほ

丁
目
ほ
か

業
務
概
要
＝
測
量
業

　
業
務
概
要
＝
測
量
業
務

（
現
地
測
量

（
現
地
測
量
０
・
　

錫
）
、
地

）
、
地

0101

質
調
査
（
土
質
ボ
ー
リ
ン

質
調
査
（
土
質
ボ
ー
リ
ン
グ

２
本
）
、
設
計
業
務
（
開
削

本
）
、
設
計
業
務
（
開
削
工

〈
現
場
打
ち
・
開
渠
〉

〈
現
場
打
ち
・
開
渠
〉
５
０

０
ｍ
）

委
託
期
間

　
委
託
期
間
＝
　
年
３
月
　

2323

3131

日

る
。参

加
資
格
＝
市
内
に

　
参
加
資
格
＝
市
内
に
本

店
、
支
店
、
営
業
所
な
ど

店
、
支
店
、
営
業
所
な
ど
を

有
す
る
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

有
す
る
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
認
定
業
者
で
、
建
設
コ

ト
認
定
業
者
で
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
登
録
規
程
の

サ
ル
タ
ン
ト
登
録
規
程
の
下

水
道
部
門
、
測
量
及
び
地

水
道
部
門
、
測
量
及
び
地
質

調
査
登
録
業
者
。

調
査
登
録
業
者
。
２
０
１

２
０
１
２

年
度
以
降
に
元
請
、
Ｊ
Ｖ

年
度
以
降
に
元
請
、
Ｊ
Ｖ
代

表
者
と
し
て
、
公
共
下
水

表
者
と
し
て
、
公
共
下
水
道

防
府
市
上
下
水
道
局
は

　
防
府
市
上
下
水
道
局
は
８

日
、
受
注
希
望
型
指
名
競

日
、
受
注
希
望
型
指
名
競
争

入
札
で
「
団
平
川
測
量
設

入
札
で
「
団
平
川
測
量
設
計

業
務
委
託
」
を
公
告
し
た

業
務
委
託
」
を
公
告
し
た
。

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
で
申

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
で
申
請

書
は
書
は
６
月
　
日
ま
で
、
入

日
ま
で
、
入
札

1616

書
は
書
は
６
月
　
日
と
日
と
　
日
で
受

日
で
受

2222

2323

け
付
け
る
。
開
札
は

け
付
け
る
。
開
札
は
６
月
　2424

日
。
設
計
図
書
は
入
札
情

日
。
設
計
図
書
は
入
札
情
報

公
開
シ
ス
テ
ム
で
配
信

公
開
シ
ス
テ
ム
で
配
信
す

申
請
書
は
㮇
日
ま
で
受
付

16

防 府 市
上下水道局

団
平
川
測
量
設
計
業
務

を
有
し
、
市
の
建
設
コ
ン

を
有
し
、
市
の
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
等
の
入
札

ル
タ
ン
ト
業
務
等
の
入
札
参

加
有
資
格
者
で
、
土
木
関

加
有
資
格
者
で
、
土
木
関
係

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

の
う
ち
都
市
計
画
及
び
地

の
う
ち
都
市
計
画
及
び
地
方

計
画
部
門
に
登
録
さ
れ
て

計
画
部
門
に
登
録
さ
れ
て
い

る
。
元
請
と
し
て
、
都
市

る
。
元
請
と
し
て
、
都
市
計

画
法
に
基
づ
く
都
市
計
画

画
法
に
基
づ
く
都
市
計
画
に

関
す
る
基
礎
調
査
業
務
の

関
す
る
基
礎
調
査
業
務
の
実

績
を
有
す
る
。
技
術
士
（

績
を
有
す
る
。
技
術
士
（
建

設
部
門
・
都
市
及
び
地
方

設
部
門
・
都
市
及
び
地
方
計

ス
テ
ム
で
受
け
付
け
る
。

ス
テ
ム
で
受
け
付
け
る
。
開

札
は
札
は
６
月
　
日
午
前

日
午
前
　
時
　

2828

1010

2020

分
。
事
業
担
当
は
都
市
計

分
。
事
業
担
当
は
都
市
計
画

課
。参

加
資
格
な
ど
は
次
の

　
参
加
資
格
な
ど
は
次
の
通

り
。参

加
資
格
＝
市
内
に
本

　
参
加
資
格
＝
市
内
に
本
店

山
口
市
契
約
監
理
課
は

　
山
口
市
契
約
監
理
課
は
８

日
、
条
件
付
一
般
競
争
入

日
、
条
件
付
一
般
競
争
入
札

で
「
山
口
市
都
市
計
画
基

で
「
山
口
市
都
市
計
画
基
礎

調
査
業
務
」
を
公
告
し
た

調
査
業
務
」
を
公
告
し
た
。

参
加
資
格
確
認
申
請
書
を

参
加
資
格
確
認
申
請
書
を
６

月
　
日
、
入
札
書
は

日
、
入
札
書
は
６
月
　

2020

2323

日
～
　
日
ま
で
電
子
入
札

日
ま
で
電
子
入
札
シ

2727

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
Ｖ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
Ｖ
４
３
４
３
４

弱
、
路
盤
工
Ａ

、
路
盤
工
Ａ
３
９
１

３
９
１
５
釈
、

構
造
物
撤
去
工
Ｖ

構
造
物
撤
去
工
Ｖ
５
１
５
１
０

弱
、
付
帯
工
一
式
、
仮
設

、
付
帯
工
一
式
、
仮
設
工

一
式
。
工
期

一
式
。
工
期
は
２
０
２
３

２
０
２
３
年

３
月
　
日
。
予
定
価
格
は

日
。
予
定
価
格
は
１

3030

億
５
７
８

５
７
８
万
１
５
０
０

１
５
０
０
円
。

構
造
物
工
Ｌ

構
造
物
工
Ｌ
７
６
０

７
６
０
ｍ
、
ｍ
、
縁

石
工
Ｌ

石
工
Ｌ
２
８
１

２
８
１
ｍ
、
場
所

ｍ
、
場
所
打

Ｌ
４
８
０

４
８
０
ｍ
、
幅
員
Ｗ

ｍ
、
幅
員
Ｗ
９
ｍ
、

土
工
Ｖ

土
工
Ｖ
２
２
９

２
２
９
０
弱
、
排
水

、
排
水

岩
国
市
は

　
岩
国
市
は
６
日
、「
市
道

日
、「
市
道
日

の
出
町

の
出
町
１
号
線
ほ
か
改
良

号
線
ほ
か
改
良
工

事
」
を
条
件
付
一
般
競
争

事
」
を
条
件
付
一
般
競
争
入

札
で
公
告
し
た

札
で
公
告
し
た
。

参
加
資
格
は
、
本
店
が

　
参
加
資
格
は
、
本
店
が
市

内
の
土
木
一
式
Ａ

内
の
土
木
一
式
Ａ
。

入
札
書
の
提
出
は
、
同

　
入
札
書
の
提
出
は
、
同
市

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
で

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
で
６
月

　
日
～
　
日
に
提
出
。
開

日
に
提
出
。
開
札

2828

3030

は
翌
は
翌
１
日
。

電
子
入
札
が
困
難
な
場

　
電
子
入
札
が
困
難
な
場
合

は
、
「
紙
入
札
参
加
承
認
願

は
、
「
紙
入
札
参
加
承
認
願
」

を
契
約
監
理
課
に
持
参
ま

を
契
約
監
理
課
に
持
参
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
提
出
し

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
提
出
し
、

承
認
を
受
け
る
こ
と
。
紙

承
認
を
受
け
る
こ
と
。
紙
入

札
で
入
札
書
を
提
出
す
る

札
で
入
札
書
を
提
出
す
る
場

合
、
期
日
は
電
子
と
同
じ

合
、
期
日
は
電
子
と
同
じ
。

方
法
は
従
来
通
り
、
所
定

方
法
は
従
来
通
り
、
所
定
の

様
式
で
岩
国
郵
便
局
留
め

様
式
で
岩
国
郵
便
局
留
め
で

提
出
（
必
着
）

提
出
（
必
着
）
。

工
事
場
所
は
日
の
出
町

　
工
事
場
所
は
日
の
出
町
地

内
。
工
事
概
要
は
施
工
延

内
。
工
事
概
要
は
施
工
延
長

を
契
約
監
理
課
に
持
参
ま

を
契
約
監
理
課
に
持
参
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
提
出
し

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
提
出
し
、

承
認
を
受
け
る
こ
と
。
紙

承
認
を
受
け
る
こ
と
。
紙
入

札
で
入
札
書
を
提
出
す
る

札
で
入
札
書
を
提
出
す
る
場

合
、
期
日
は
電
子
と
同
じ

合
、
期
日
は
電
子
と
同
じ
。

方
法
は
従
来
通
り
、
所
定

方
法
は
従
来
通
り
、
所
定
の

様
式
で
岩
国
郵
便
局
留
め

様
式
で
岩
国
郵
便
局
留
め
で

提
出
（
必
着
）

提
出
（
必
着
）
。

工
事
場
所
は
玖
珂
町
本

　
工
事
場
所
は
玖
珂
町
本
町

下
地
内
。
工
事
概
要
は
旧

下
地
内
。
工
事
概
要
は
旧
総

合
支
所
（
Ｒ
Ｃ
造

合
支
所
（
Ｒ
Ｃ
造
４
階
建
階
建
て

延
床
面
積

延
床
面
積
１
４
４

１
４
４
０
釈
）
、
）
、

公
民
館
（
Ｒ
Ｃ
造

公
民
館
（
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
階
建
て

延
床
面
積

延
床
面
積
９
４
９
４
６
釈
）
、
消

）
、
消

防
機
庫
（
Ｒ
Ｃ
造

防
機
庫
（
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建
階
建
て

延
床
面
積

延
床
面
積
２
２
２
２
５
釈
）
、
プ

）
、
プ

レ
ハ
ブ
倉
庫
（
Ｓ
造
平
屋

レ
ハ
ブ
倉
庫
（
Ｓ
造
平
屋
建

て
延
床
面

て
延
床
面
積
　

釈
）
の
解

）
の
解

6969

体
。
駐
輪
場
・
公
衆
用

体
。
駐
輪
場
・
公
衆
用
便

所
・
外
構
ほ
か
解
体
一
式

所
・
外
構
ほ
か
解
体
一
式
。

電
気
設
備
・
機
械
設
備
撤

電
気
設
備
・
機
械
設
備
撤
去

一
式
、
砕
石
敷
き
・
ア
ス

一
式
、
砕
石
敷
き
・
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
新
設
一
式
、

ァ
ル
ト
舗
装
新
設
一
式
、
外

構
新
設
一
式
。
工
期

構
新
設
一
式
。
工
期
は
２
０
２
０

２
３
年
３
月
　
日
。
予
定

日
。
予
定
価

3131

格
は
格
は
１
億
３
０
７
９

３
０
７
９
万
円
万
円
。

岩
国
市
は

　
岩
国
市
は
６
日
、
「
旧

日
、
「
旧
玖

珂
総
合
支
所
ほ
か
解
体

珂
総
合
支
所
ほ
か
解
体
工

事
」
を
条
件
付
一
般
競
争

事
」
を
条
件
付
一
般
競
争
入

札
で
公
告
し
た

札
で
公
告
し
た
。

参
加
資
格
は
、
本
店
が

　
参
加
資
格
は
、
本
店
が
市

内
の
解
体
Ａ

内
の
解
体
Ａ
。

入
札
書
の
提
出
は
、
同

　
入
札
書
の
提
出
は
、
同
市

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
で

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
で
６
月

　
日
～
　
日
に
提
出
。
開

日
に
提
出
。
開
札

2828

3030

は
翌
は
翌
１
日
。

電
子
入
札
が
困
難
な
場

　
電
子
入
札
が
困
難
な
場
合

は
、
「
紙
入
札
参
加
承
認
願

は
、
「
紙
入
札
参
加
承
認
願
」

岩国市

入
札
書
は
㮇
日
ま
で

30

日
の
出
町
1
号
線
ほ
か
改
良

入札書は30日まで
旧旧玖珂総合支所ほか解体

岩 国 市

広
瀬
字
森
ケ
谷
か
ら
同
市

広
瀬
字
森
ケ
谷
か
ら
同
市
錦

町
広
瀬
字
大
浴
ま
で
の
間

町
広
瀬
字
大
浴
ま
で
の
間
。

工
事
概
要
は

　
工
事
概
要
は
Ｌ
　
・
５
ｍ
、
ｍ
、

7070

橋
り
ょ
う
上
部
工
一
式
。

橋
り
ょ
う
上
部
工
一
式
。
工

期
は
期
は
約
　
カ
月
間
。
余
裕

カ
月
間
。
余
裕
期

1515

間
制
度
（
任
意
着
手
方
式

間
制
度
（
任
意
着
手
方
式
、

着
手
期
限

月

日
）
試

着
手
期
限
　
月
　
日
）
試
行

1212

1111

対
象
工
事
、
週
休

対
象
工
事
、
週
休
２
日
（
日
（
発

注
者
指
定
型
）
対
象
工
事

注
者
指
定
型
）
対
象
工
事
。

日
ま
で
に
通
知
す
る
。
技
術

日
ま
で
に
通
知
す
る
。
技
術
提

案
資
料
は

案
資
料
は
８
月
　
日
ま
で
。

日
ま
で
。

1717

入
札
書
は

　
入
札
書
は
８
月
　
日
か
ら

日
か
ら

1818

　
日
ま
で
に
県
電
子
入
札

日
ま
で
に
県
電
子
入
札
シ

2222ス
テ
ム
で
提
出
。
紙
入
札

ス
テ
ム
で
提
出
。
紙
入
札
参

加
承
認
を
受
け
た
者
は
、

加
承
認
を
受
け
た
者
は
、
同

期
間
に
持
参
。
開
札
は

期
間
に
持
参
。
開
札
は
９
月

８
日
。

工
事
場
所
は
岩
国
市
錦

　
工
事
場
所
は
岩
国
市
錦
町

参
加
申
請
書

　
参
加
申
請
書
は
　
日
ま
で

日
ま
で

2828

に
県
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム

に
県
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
で

提
出
。
審
査
結
果
は

提
出
。
審
査
結
果
は
７
月
　2121

営
業
所
を
県
内
に
有
し
、

営
業
所
を
県
内
に
有
し
、
土

木
一
式
工
事
の
総
合
評
定

木
一
式
工
事
の
総
合
評
定
値

が
９
５
０

９
５
０
以
上
以
上
。

錦
川
総
合
開
発
事
務
所

　
錦
川
総
合
開
発
事
務
所
は

７
日
、「
錦
川
総
合
開
発
事

日
、「
錦
川
総
合
開
発
事
業

２
号
林
道
付
替
道
路

号
林
道
付
替
道
路
３
号
橋

（
仮
称
）
架
設
工
事
（
上

（
仮
称
）
架
設
工
事
（
上
部

工
）
」
を
条
件
付
一
般
競
争

工
）
」
を
条
件
付
一
般
競
争
入

札
（
簡
易
型
総
合
評
価
、

札
（
簡
易
型
総
合
評
価
、
事

前
審
査
方
式
）
で
公
告
し
た

前
審
査
方
式
）
で
公
告
し
た
。

参
加
資
格
は
土
木
一
式

　
参
加
資
格
は
土
木
一
式
Ａ

の
２
社
で
結
成
さ
れ
た
Ｊ

社
で
結
成
さ
れ
た
Ｊ
Ｖ

（
出
資
比

（
出
資
比
率
　
％
以
上
）

％
以
上
）
。

3030

代
表
者
は
、
営
業
所
を

　
代
表
者
は
、
営
業
所
を
県

内
に
有
し
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス

内
に
有
し
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
の
総

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
の
総
合

評
定
値
が

評
定
値
が
１
１
０
０

１
１
０
０
以
上
以
上
、

元
請
（
Ｊ
Ｖ
の
場
合
は
出

元
請
（
Ｊ
Ｖ
の
場
合
は
出
資

比
率
　
％
以
上
の
構
成
員

％
以
上
の
構
成
員
）

2020

と
し
て
公
共
工
事
で
プ
レ

と
し
て
公
共
工
事
で
プ
レ
ス

ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
方

式
の
道
路
橋
上
部
工
（
ポ
ス

式
の
道
路
橋
上
部
工
（
ポ
ス
ト

テ
ン
シ
ョ
ン
桁
を
主
構
造
と

テ
ン
シ
ョ
ン
桁
を
主
構
造
と
す

る
連
結
桁
を
含
む
連
続
桁

る
連
結
桁
を
含
む
連
続
桁
橋

に
限
る
）の
工
事
を
施
工
し

に
限
る
）の
工
事
を
施
工
し
た

実
績
を
有
す
る

実
績
を
有
す
る
。

代
表
者
以
外
は
、
主
た

　
代
表
者
以
外
は
、
主
た
る

錦 川 総 合
開発事務所

 

3
号
橋（
仮
称
）架
設
上
部
工

2
号
林
道

付
替
道
路

按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按

22
社
Ｊ
Ｖ
で

日
ま

社
Ｊ
Ｖ
で
㮇
日
ま
でで

2828

場
で
は
、
三
次
元
デ
ー
タ

場
で
は
、
三
次
元
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
施
工
を
行
っ
て

活
用
し
て
施
工
を
行
っ
て
い

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
対
応
の
建
設

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
対
応
の
建
設
機

械
は
、
入
力
し
た
デ
ー
タ

械
は
、
入
力
し
た
デ
ー
タ
通

り
に
排
土
板
や
バ
ケ
ッ
ト

り
に
排
土
板
や
バ
ケ
ッ
ト
が

動
く
た
め
、
作
業
員
の
技

動
く
た
め
、
作
業
員
の
技
量

差
が
な
く
な
り
モ
ニ
タ
ー

差
が
な
く
な
り
モ
ニ
タ
ー
で

３
割
減
る
。
ほ
場
整
備
は

割
減
る
。
ほ
場
整
備
は
、

農
家
は
も
ち
ろ
ん
私
た
ち

農
家
は
も
ち
ろ
ん
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
と
っ
て
大
切
」

暮
ら
し
に
と
っ
て
大
切
」
と

述
べ
た

述
べ
た
。

ま
た
、
ほ
場
整
備
工
事

　
ま
た
、
ほ
場
整
備
工
事
を

担
当
し
て
い
る
コ
プ
ロ
ス

担
当
し
て
い
る
コ
プ
ロ
ス
の

安
喰
直
人
課
長
が
「
こ
の

安
喰
直
人
課
長
が
「
こ
の
現

械
、
建
設
業
の
仕
事
に
つ

械
、
建
設
業
の
仕
事
に
つ
い

て
学
ん
だ

て
学
ん
だ
。

は
じ
め
に
下
関
農
林
事

　
は
じ
め
に
下
関
農
林
事
務

所
の
藤
田
和
彦
主
査
が
田

所
の
藤
田
和
彦
主
査
が
田
ん

ぼ
の
役
割
や
ほ
場
整
備
の

ぼ
の
役
割
や
ほ
場
整
備
の
目

的
と
事
業
内
容
に
つ
い
て

的
と
事
業
内
容
に
つ
い
て
解

説
し
た
。
そ
の
中
で
「
田

説
し
た
。
そ
の
中
で
「
田
ん

ぼ
に
は
、
食
べ
物
を
つ
く

ぼ
に
は
、
食
べ
物
を
つ
く
る

以
外
に
も
豊
か
な
水
や
生

以
外
に
も
豊
か
な
水
や
生
き

物
の
住
み
処
を
つ
く
り
、

物
の
住
み
処
を
つ
く
り
、
環

境
を
守
っ
て
心
を
癒
や
す

境
を
守
っ
て
心
を
癒
や
す
役

割
が
あ
る
。
田
ん
ぼ
が
雨

割
が
あ
る
。
田
ん
ぼ
が
雨
水

を
受
け
止
め
て
水
の
流
れ

を
受
け
止
め
て
水
の
流
れ
を

緩
や
か
に
す
る
こ
と
で
洪

緩
や
か
に
す
る
こ
と
で
洪
水

を
防
ぐ
。
全
国
の
田
ん
ぼ

を
防
ぐ
。
全
国
の
田
ん
ぼ
で

東
京
ド
ー
ム

東
京
ド
ー
ム
４
０
０
０

４
０
０
０
杯
分

（
　
億
ｔ
）
を
貯
め
ら
れ
る

億
ｔ
）
を
貯
め
ら
れ
る
。
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ほ
場
整
備
は
、
田
ん
ぼ
の

ほ
場
整
備
は
、
田
ん
ぼ
の
区

画
を
広
く
使
い
や
す
い
形

画
を
広
く
使
い
や
す
い
形
に

整
え
る
こ
と
で
大
型
の
機

整
え
る
こ
と
で
大
型
の
機
械

を
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

を
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
農

業
機
械
も
大
型
化
が
進
ん

業
機
械
も
大
型
化
が
進
ん
で

お
り
農
作
業
も
効
率
化
で

お
り
農
作
業
も
効
率
化
で
き

る
。
水
路
や
道
路
の
整
備

る
。
水
路
や
道
路
の
整
備
も

一
体
的
に
行
う
。
整
備

一
体
的
に
行
う
。
整
備
後

は
、
農
作
業
の
時
間
は
約

は
、
農
作
業
の
時
間
は
約
６

割
、
米
を
つ
く
る
費
用
は

割
、
米
を
つ
く
る
費
用
は
約

山
口
県
下
関
農
林
事
務

　
山
口
県
下
関
農
林
事
務
所

と
コ
プ
ロ
ス
（
下
関
市
長

と
コ
プ
ロ
ス
（
下
関
市
長
府

安
養
寺
、
宮
﨑
薫
社
長
）

安
養
寺
、
宮
﨑
薫
社
長
）
は

１
日
、
下
関
市
松
屋
上
町

日
、
下
関
市
松
屋
上
町
で

行
わ
れ
て
い
る
ほ
場
整
備

行
わ
れ
て
い
る
ほ
場
整
備
工

事
の
現
場
に
地
元
の
王
喜

事
の
現
場
に
地
元
の
王
喜
小

学
校
学
校
５
年
生
　
人
を
招
き

人
を
招
き
現

3232

地
学
習
会
を
開
催
し
た
。

地
学
習
会
を
開
催
し
た
。
参

加
し
た
児
童
ら
は
、
ほ
場

加
し
た
児
童
ら
は
、
ほ
場
整

備
の
役
割
や
最
新
の
建
設

備
の
役
割
や
最
新
の
建
設
機

役割や建設業の仕事など学ぶ
ほ場整備の現場で学習会開催
＝下関農林とコプロス＝

に
貢
献
す
る
取
り
組
み
を

に
貢
献
す
る
取
り
組
み
を
一

層
推
進
し
て
い
た
だ
き

層
推
進
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
呼
び
か
け
た

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

議
案
審
議
で
は
全
議
案

　
議
案
審
議
で
は
全
議
案
を

満
場
一
致
で
可
決
承
認
し

満
場
一
致
で
可
決
承
認
し
、

外
部
部
会
と
し
て
活
動
し

外
部
部
会
と
し
て
活
動
し
て

き
た
「
中
国
地
区
資
材
研

き
た
「
中
国
地
区
資
材
研
究

会
」
を
、
活
動
内
容
は
そ

会
」
を
、
活
動
内
容
は
そ
の

ま
ま
に
「
契
約
積
算
委

ま
ま
に
「
契
約
積
算
委
員

会
」
の
内
部
部
会
に
再
編

会
」
の
内
部
部
会
に
再
編
し

て
活
動
す
る
こ
と
が
報
告

て
活
動
す
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
れ
た
。

　
　
年
度
事
業
計
画
は
、

年
度
事
業
計
画
は
、
災
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害
対
策
な
ど
へ
の
対
応
、

害
対
策
な
ど
へ
の
対
応
、
公

共
工
事
の
円
滑
な
実
施
、

共
工
事
の
円
滑
な
実
施
、
安

全
・
環
境
対
策
の
推
進
、

全
・
環
境
対
策
の
推
進
、
請

負
契
約
制
度
の
改
善
及
び

負
契
約
制
度
の
改
善
及
び
積

算
の
適
正
化
と
資
材
対
策

算
の
適
正
化
と
資
材
対
策
の

推
進
、
技
術
開
発
の
促
進

推
進
、
技
術
開
発
の
促
進
、

広
報
活
動
の
推
進
（
日

広
報
活
動
の
推
進
（
日
建

連
・
中
経
連
「
社
会
資
本

連
・
中
経
連
「
社
会
資
本
整

備
の
重
要
性
に
関
す
る
シ

備
の
重
要
性
に
関
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
（
仮
称
）
」
の

ポ
ジ
ウ
ム
（
仮
称
）
」
の
開

催
。
日
建
連
各
支
部
も
順

催
。
日
建
連
各
支
部
も
順
次

開
催
し
て
お
り
、
中
国
支

開
催
し
て
お
り
、
中
国
支
部

も
日
建
連
本
部
と
連
携
し

も
日
建
連
本
部
と
連
携
し
、

　
年
秋
を
メ
ド
に
開
催
を

年
秋
を
メ
ド
に
開
催
を
企

2222画
す
る
）
な
ど
積
極
的
に

画
す
る
）
な
ど
積
極
的
に
展

開
す
る

開
す
る
。

て
い
く
」
と
報
告
し
、「
日

て
い
く
」
と
報
告
し
、「
日
建

連
で
は
建
設
業
界
が
給
与

連
で
は
建
設
業
界
が
給
与
が

良
い
、
休
暇
が
と
れ
る
、

良
い
、
休
暇
が
と
れ
る
、
希

望
が
も
て
る
の
新

望
が
も
て
る
の
新
３
Ｋ
に
Ｋ
に
、

か
っ
こ
い
い
を
加
え
た
新

か
っ
こ
い
い
を
加
え
た
新
４

Ｋ
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
業
界

Ｋ
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
業
界
と

な
る
よ
う
強
い
意
志
を
示

な
る
よ
う
強
い
意
志
を
示
し

て
い
る
。
皆
様
も
建
設
キ

て
い
る
。
皆
様
も
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
普

及
促
進
、
週
休

及
促
進
、
週
休
２
日
の
実

日
の
実
現

を
柱
に
長
時
間
労
働
の
是

を
柱
に
長
時
間
労
働
の
是
正

や
建
設
Ｄ
Ｘ
の
活
用
な
ど

や
建
設
Ｄ
Ｘ
の
活
用
な
ど
、

担
い
手
確
保
や
生
産
性
向

担
い
手
確
保
や
生
産
性
向
上

総
会
は
全
会

　
総
会
は
全
会
員
　
社
（
委

社
（
委
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任
状
含
む
）
が
出
席
し
、

任
状
含
む
）
が
出
席
し
、
永

井
支
部
長
が
「
総
会
に
先

井
支
部
長
が
「
総
会
に
先
立

ち
発
注
機
関
と
の
意
見
交

ち
発
注
機
関
と
の
意
見
交
換

会
が
行
わ
れ
、
適
切
な
公

会
が
行
わ
れ
、
適
切
な
公
共

工
事
の
実
施
、
担
い
手
の

工
事
の
実
施
、
担
い
手
の
確

保
、
品
確
法
の
的
確
な

保
、
品
確
法
の
的
確
な
運

用
、
生
産
性
向
上
を
テ
ー

用
、
生
産
性
向
上
を
テ
ー
マ

に
有
意
義
な
意
見
交
換
が

に
有
意
義
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。
国
土
の
守
り
手

わ
れ
た
。
国
土
の
守
り
手
と

し
て
社
会
の
要
請
に
応
え

し
て
社
会
の
要
請
に
応
え
る

た
め
、
官
民
一
体
と
な
っ

た
め
、
官
民
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
今
後
も
推
進

取
り
組
み
を
今
後
も
推
進
し

日
本
建
設
業
連
合
会
中

　
日
本
建
設
業
連
合
会
中
国

支
部
（
永
井
靖
二
支
部
長

支
部
（
永
井
靖
二
支
部
長
）

の
２
０
２
２

２
０
２
２
年
度
定
時
総

年
度
定
時
総
会

が
１
日
、
広
島
市
中
区
の

日
、
広
島
市
中
区
の
メ

ル
パ
ル
ク
広
島
で
開
か
れ

ル
パ
ル
ク
広
島
で
開
か
れ
、

　
年
度
事
業
実
施
報
告
及

年
度
事
業
実
施
報
告
及
び

2121予
算
執
行
報
告

予
算
執
行
報
告
、　

年
度
事

年
度
事

2222

業
実
施
計
画
及
び
予
算
執

業
実
施
計
画
及
び
予
算
執
行

計
画
な
ど
の
全
議
案
を
事

計
画
な
ど
の
全
議
案
を
事
務

局
原
案
通
り
可
決
承
認

局
原
案
通
り
可
決
承
認
し

た
。

あいさつする永井支部長

い
て
も
慎
重
審
議
を
お
願

い
て
も
慎
重
審
議
を
お
願
い

し
た
い
」
と
述
べ
た

し
た
い
」
と
述
べ
た
。

昨
年
度
の
同
会
は
、
オ

　
昨
年
度
の
同
会
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
な
ど
を
駆
使
し
な

ラ
イ
ン
な
ど
を
駆
使
し
な
が

ら
総
会
を
含
む

ら
総
会
を
含
む
４
回
の
テ

回
の
テ
ー

マ
別
協
議
会
を
開
催
し
た

マ
別
協
議
会
を
開
催
し
た
一

方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
現
場
見

方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
現
場
見
学

会
な
ど
の
企
画
が
見
送
り

会
な
ど
の
企
画
が
見
送
り
と

な
っ
た

な
っ
た
。

　
　
年
度
事
業
計
画
で
は

年
度
事
業
計
画
で
は
、

2222
計
５
回
の
協
議
会
開
催
を

回
の
協
議
会
開
催
を
予

定
す
る
ほ
か
、
密
を
避
け

定
す
る
ほ
か
、
密
を
避
け
つ

つ
老
朽
化
対
策
に
資
す
る

つ
老
朽
化
対
策
に
資
す
る
新

た
な
事
業
を
模
索
。
会
に

た
な
事
業
を
模
索
。
会
に
は

ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
が
多
く

ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
が
多
く
所

属
す
る
こ
と
か
ら
、
広
島

属
す
る
こ
と
か
ら
、
広
島
市

の
橋
梁
調
査
な
ど
と
の
連

の
橋
梁
調
査
な
ど
と
の
連
携

を
検
討
し
て
い
く
と
し
た

を
検
討
し
て
い
く
と
し
た
。

ま
た
、
総
会
後
の
活
動

　
ま
た
、
総
会
後
の
活
動
報

告
で
は
、
昨
年
度
「
構
造

告
で
は
、
昨
年
度
「
構
造
物

の
生
産
性
向
上
技
術
研

の
生
産
性
向
上
技
術
研
究

（
Ｐ
）
協
議
会
」
か
ら
改
組

（
Ｐ
）
協
議
会
」
か
ら
改
組
し

た
「
脱
炭
素
コ
ン
ク
リ
ー

た
「
脱
炭
素
コ
ン
ク
リ
ー
ト

技
術
研
究
（
Ｓ
）
協
議
会

技
術
研
究
（
Ｓ
）
協
議
会
」

初
期
ひ
び
割
れ
、
延
命
化

初
期
ひ
び
割
れ
、
延
命
化
、

脱
炭
素
な
ど
テ
ー
マ
別
に

脱
炭
素
な
ど
テ
ー
マ
別
に
設

け
て
い
る

け
て
い
る
３
つ
の
協
議
会

つ
の
協
議
会
が

活
動
内
容
の
報
告
を
行
っ

活
動
内
容
の
報
告
を
行
っ
た

ほ
か
、
今
年
度
の
開
催
日

ほ
か
、
今
年
度
の
開
催
日
程

な
ど
も
発
表
。
各
収
支
予

な
ど
も
発
表
。
各
収
支
予
算

報
告
な
ど
も
滞
り
な
く
承

報
告
な
ど
も
滞
り
な
く
承
認

し
た
し
た
。

総
会
に
は
、
会
に
所
属

　
総
会
に
は
、
会
に
所
属
す

る
個
人
会

る
個
人
会
員
　
人
、
団
体

人
、
団
体
会

1919

員
　
者
が
対
面
・
オ
ン
ラ

者
が
対
面
・
オ
ン
ラ
イ

2222
ン
で
参
加
。
十
河
代
表
は

ン
で
参
加
。
十
河
代
表
は
代

表
あ
い
さ
つ
で
、
「
総
会
後

表
あ
い
さ
つ
で
、
「
総
会
後
、

活
動
報
告
を
予
定
し
て

活
動
報
告
を
予
定
し
て
お

り
、
り
、
３
つ
の
協
議
会
の
中

つ
の
協
議
会
の
中
間

報
告
や
今
後
の
活
動
に
つ

報
告
や
今
後
の
活
動
に
つ
い

て
、
時
間
の
許
す
限
り
や

て
、
時
間
の
許
す
限
り
や
り

た
い
。
ま
た
、
各
議
案
に

た
い
。
ま
た
、
各
議
案
に
つ

よ
る
第

よ
る
第
４
回
総
会
が

回
総
会
が
２
日
、

広
島
市
中
区
で
開
か
れ
た

広
島
市
中
区
で
開
か
れ
た
。

近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー
ト
研

究
会
（
十
河
茂
幸
代
表
）

究
会
（
十
河
茂
幸
代
表
）
に

十河代表

申
請
書
は
㮇
日
ま
で

20

山口市

都
市
計
画
基
礎
調
査
業
務

確
認
し
な
が
ら
施
工
で

確
認
し
な
が
ら
施
工
で
き

る
。
み
な
さ
ん
が
大
人
に

る
。
み
な
さ
ん
が
大
人
に
な

っ
た
頃
に
は
、
機
械
に
人

っ
た
頃
に
は
、
機
械
に
人
が

乗
ら
ず
に
遠
隔
操
作
で
自

乗
ら
ず
に
遠
隔
操
作
で
自
動

で
動
か
せ
る
よ
う
な
時
代

で
動
か
せ
る
よ
う
な
時
代
に

な
る
か
も
」
と
語
り
か
け

な
る
か
も
」
と
語
り
か
け
、

建
設
業
に
つ
い
て
や
Ｉ
Ｃ

建
設
業
に
つ
い
て
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

対
応
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
や
油

対
応
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
や
油
圧

シ
ョ
ベ
ル
な
ど
に
つ
い
て

シ
ョ
ベ
ル
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
そ
の
後
、
油
圧

明
し
た
。
そ
の
後
、
油
圧
シ

ョ
ベ
ル
や
ブ
ル
ド
ー
ザ
に

ョ
ベ
ル
や
ブ
ル
ド
ー
ザ
に
乗

り
込
み
、
担
当
者
か
ら
車

り
込
み
、
担
当
者
か
ら
車
内

モ
ニ
タ
ー
や
操
作
方
法
な

モ
ニ
タ
ー
や
操
作
方
法
な
ど

を
教
わ
っ
た
ほ
か
、
ブ
ル

を
教
わ
っ
た
ほ
か
、
ブ
ル
ド

ー
ザ
の
デ
モ
施
工
を
見
学

ー
ザ
の
デ
モ
施
工
を
見
学
す

る
な
ど
最
新
の
土
木
技
術

る
な
ど
最
新
の
土
木
技
術
を

体
感
し
た

体
感
し
た
。

学
習
会
の
会
場
と
な
っ

　
学
習
会
の
会
場
と
な
っ
た

「
農
業
競
争
力
強
化
農
地

「
農
業
競
争
力
強
化
農
地
整

備
事
業
王
喜
東
地
区
農
地

備
事
業
王
喜
東
地
区
農
地
整

備
工
事
（
区
画
整
理
）

備
工
事
（
区
画
整
理
）
２
号
」

は
、
区
画
整
理
工

は
、
区
画
整
理
工
９
・
４
　haha

や
暗
渠
排
水
工

や
暗
渠
排
水
工
９
・
４
　
を
haha

施
工
す
る
も
の
で
、
工
期

施
工
す
る
も
の
で
、
工
期
は

２
０
２
０

２
０
２
０
年
　
月
か
ら

月
か
ら
　
年

1111

2222

　
月
　
日
。

11

30

ま
た
は
「
舗
装
」

ま
た
は
「
舗
装
」
６
０
０

６
０
０
点

以
上
の
準
市
内
業
者
。
年

以
上
の
準
市
内
業
者
。
年
平

均
完
工
高

均
完
工
高
９
９
０

９
９
０
万
円
以

万
円
以
上

―
な
―
な
ど

工
事
場
所
＝
甲

　
工
事
場
所
＝
甲
弩

工
事
概
要
＝

　
工
事
概
要
＝
１
９
１

１
９
１
３
釈

（
Ｌ
（
Ｌ
４
９
９

４
９
９
ｍ
、
Ｗ

ｍ
、
Ｗ
３
・
８
ｍ
）

工
期

　
工
期
＝
　
月
　
日

1212

2626

予
定
価
格
＝

　
予
定
価
格
＝
１
２
３
６

１
２
３
６
万

円
（
税
抜

円
（
税
抜
）

開
札
日
＝

　
開
札
日
＝
同

西
部
建
設
事
務
所
安
芸
太

西
部
建
設
事
務
所
安
芸
太
田

支
所
の
寺
尾
直
樹
支
所
長

支
所
の
寺
尾
直
樹
支
所
長
が

「
管
内
で
は
昨
年

「
管
内
で
は
昨
年
８
月
の
月
の
記

録
的
な
豪
雨
に
よ
り
公
共

録
的
な
豪
雨
に
よ
り
公
共
土

木
施
設
が
多
数
被
災
し
た

木
施
設
が
多
数
被
災
し
た
。

協
会
の
皆
様
に
は
地
域
住

協
会
の
皆
様
に
は
地
域
住
民

の
生
命
と
生
活
を
守
る
た

の
生
命
と
生
活
を
守
る
た
め

道
路
啓
開
、
応
急
復
旧
活

道
路
啓
開
、
応
急
復
旧
活
動

に
感
謝
し
て
い
る
。
支
所

に
感
謝
し
て
い
る
。
支
所
で

も
災
害
復
旧
事
業
を
優
先

も
災
害
復
旧
事
業
を
優
先
的

に
進
め
て
い
く
。
通
常
事

に
進
め
て
い
く
。
通
常
事
業

は
社
会
資
本
未
来
プ
ラ
ン

は
社
会
資
本
未
来
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
効
果
的
、
効
率
的

基
づ
き
効
果
的
、
効
率
的
な

社
会
資
本
整
備
に
取
り

社
会
資
本
整
備
に
取
り
組

む
。
山
県
地
域
の
安
全
安

む
。
山
県
地
域
の
安
全
安
心

の
確
保
、
魅
力
的
で
持
続

の
確
保
、
魅
力
的
で
持
続
可

能
な
社
会
を
支
え
る
基
盤

能
な
社
会
を
支
え
る
基
盤
整

備
に
努
め
た
い
」
と
支
援

備
に
努
め
た
い
」
と
支
援
を

求
め
た

求
め
た
。

議
案
審
議
で
は
全
議
案

　
議
案
審
議
で
は
全
議
案
を

事
務
局
原
案
通
り
可
決
承

事
務
局
原
案
通
り
可
決
承
認

し
た
。
事
業
計
画
に
は
労

し
た
。
事
業
計
画
に
は
労
働

災
害
防
止
対
策
の
推
進
や

災
害
防
止
対
策
の
推
進
や
建

設
産
業
再
生
の
協
業
化
・

設
産
業
再
生
の
協
業
化
・
新

分
野
進
出
の
連
携
、
建
設

分
野
進
出
の
連
携
、
建
設
技

術
向
上
の
研
修
・
講
習
会

術
向
上
の
研
修
・
講
習
会
な

ど
に
取
り
組
む

ど
に
取
り
組
む
。

騰
な
ど
の
諸
問
題
が
我
々

騰
な
ど
の
諸
問
題
が
我
々
の

業
界
に
も
響
い
て
き
て

業
界
に
も
響
い
て
き
て
い

る
。
さ
ら
に
近
年
の
集
中

る
。
さ
ら
に
近
年
の
集
中
豪

雨
に
よ
る
土
砂
災
害
は
い

雨
に
よ
る
土
砂
災
害
は
い
つ

ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
ら

ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
ら
な

い
。
迅
速
な
復
旧
復
興
に

い
。
迅
速
な
復
旧
復
興
に
向

け
て
建
設
業
者
が
一
致
団

け
て
建
設
業
者
が
一
致
団
結

し
て
取
り
組
み
た
い
」
と

し
て
取
り
組
み
た
い
」
と
呼

び
か
け
た

び
か
け
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
広
島

　
来
賓
を
代
表
し
て
広
島
県

会
員
同
士
の
連
携
を
強
固

会
員
同
士
の
連
携
を
強
固
に

し
、
地
域
貢
献
を
含
め
た

し
、
地
域
貢
献
を
含
め
た
事

業
や
行
事
に
積
極
的
に
取

業
や
行
事
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
た

組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

総
会
に
は
委
任
状
を
含

　
総
会
に
は
委
任
状
を
含
め

て
全
会

て
全
会
員
　
社
が
出
席
。

社
が
出
席
。
森

3939

田
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
「

田
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
「
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
や
ロ
シ
ア

型
コ
ロ
ナ
対
策
や
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、

原
材
料
の
不
足
や
燃
料
の

原
材
料
の
不
足
や
燃
料
の
高

山
県
郡
建
設
業
協
会
（

　
山
県
郡
建
設
業
協
会
（
森

田
隆
司
会
長
）
の
第

回

田
隆
司
会
長
）
の
第
　
回
定

6666

期
総
会
が
広
島
県
安
芸
太

期
総
会
が
広
島
県
安
芸
太
田

町
の
川
・
森
・
文
化
・
交

町
の
川
・
森
・
文
化
・
交
流

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
２
０

２
１
２
１
年
度
事
業
実
施
報
告

年
度
事
業
実
施
報
告
・

収
支
決
算
報
告

収
支
決
算
報
告
、　

年
度
事

年
度
事

2222

業
計
画
・
予
算
案
を
審

業
計
画
・
予
算
案
を
審
議

し
、
い
ず
れ
も
事
務
局
原

し
、
い
ず
れ
も
事
務
局
原
案

通
り
可
決
承
認
し
た
ほ
か

通
り
可
決
承
認
し
た
ほ
か
、

あいさつする森田会長

広
島
県
支
部

　
広
島
県
支
部
の
　
年
度
の

年
度
の

2222

事
業
計
画
に
は
、
重
点
目

事
業
計
画
に
は
、
重
点
目
標

と
し
て
▽
会
員
の
岩
石
採

と
し
て
▽
会
員
の
岩
石
採
取

認
可
の
際
、
地
区
分
会
で

認
可
の
際
、
地
区
分
会
で
巡

回
点
検
を
行
い
、
跡
地
対

回
点
検
を
行
い
、
跡
地
対
策

委
員
会
の
議
を
経
て
、
跡

委
員
会
の
議
を
経
て
、
跡
地

保
証
書
を
交
付
し
、
「
保

保
証
書
を
交
付
し
、
「
保
証

契
約
書
」
を
締
結
す
る
▽

契
約
書
」
を
締
結
す
る
▽
砕

石
業
が
今
後
健
全
な
経
営

石
業
が
今
後
健
全
な
経
営
を

実
践
し
て
い
く
た
め
の
諸

実
践
し
て
い
く
た
め
の
諸
問

題
解
決
に
向
け
、
研
究
開

題
解
決
に
向
け
、
研
究
開
発

を
進
め
る
よ
う
努
め
る
▽

を
進
め
る
よ
う
努
め
る
▽
砕

石
業
に
関
連
す
る
各
種
法

石
業
に
関
連
す
る
各
種
法
令

日
本
砕
石
協
会
広
島
県

　
日
本
砕
石
協
会
広
島
県
支

部
（
高
月
龍
夫
支
部
長
）

部
（
高
月
龍
夫
支
部
長
）
と

同
中
国
地
方
本
部
（
横
川

同
中
国
地
方
本
部
（
横
川
雅

洋
本
部
長
）
は
、
新
型
コ

洋
本
部
長
）
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
書
面
決

止
の
観
点
か
ら
、
書
面
決
議

に
よ
る

に
よ
る
２
０
２
２

２
０
２
２
年
度
通

年
度
通
常

総
会
を
実
施
し
た
。
上
程

総
会
を
実
施
し
た
。
上
程
さ

れ
た
報
告
事
項
や
決
議
事

れ
た
報
告
事
項
や
決
議
事
項

は
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で

は
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
承

認
可
決
さ
れ

認
可
決
さ
れ
、　

年
度
の
事

年
度
の
事

2222

業
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ

業
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。

の
周
知
徹
底
を
図
り
、
地

の
周
知
徹
底
を
図
り
、
地
区

分
会
で
工
夫
を
こ
ら
し
、

分
会
で
工
夫
を
こ
ら
し
、
労

働
災
害
防
止
に
努
め
る
▽

働
災
害
防
止
に
努
め
る
▽
砕

石
災
害
防
止
月
間
な
ど
に

石
災
害
防
止
月
間
な
ど
に
行

政
機
関
の
協
力
を
得
て
安

政
機
関
の
協
力
を
得
て
安
全

大
会
な
ど
を
実
施
す
る
―

大
会
な
ど
を
実
施
す
る
―
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
た

ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

一
方
、
中
国
地
方
本

　
一
方
、
中
国
地
方
本
部

は
、
安
定
し
た
供
給
体
制

は
、
安
定
し
た
供
給
体
制
の

確
立
を
め
ざ
し
、
協
会

確
立
を
め
ざ
し
、
協
会
本

部
・
各
地
方
本
部
・
各
県

部
・
各
地
方
本
部
・
各
県
支

部
と
連
携
し
な
が
ら
、
近

部
と
連
携
し
な
が
ら
、
近
代

化
推
進
事
業
・
経
営
合
理

化
推
進
事
業
・
経
営
合
理
化

推
進
事
業
・
生
産
技
術
の

推
進
事
業
・
生
産
技
術
の
研

究
開
発
事
業
・
公
災
害

究
開
発
事
業
・
公
災
害
防

止
・
人
材
養
成
の
教
育
事

止
・
人
材
養
成
の
教
育
事
業

な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

―
な
ど
が
決
議
さ
れ
た

―
な
ど
が
決
議
さ
れ
た
。

（
電
気
設
備
工
事
）
」
を
公

（
電
気
設
備
工
事
）
」
を
公
告

し
た
が
、
制
御
盤
内
部
品

し
た
が
、
制
御
盤
内
部
品
の

供
給
不
足
に
伴
い
工
期
内

供
給
不
足
に
伴
い
工
期
内
の

施
工
完
了
が
困
難
で
あ
る

施
工
完
了
が
困
難
で
あ
る
と

判
明
し
、

判
明
し
、
６
月
　
日
に
行
う

日
に
行
う

2323

予
定
だ
っ
た
入
札
を
中
止

予
定
だ
っ
た
入
札
を
中
止
し

た
。

書
面
決
議
で
承
認
可

書
面
決
議
で
承
認
可
決決

通常総会

砕
石
協
会 
広
島
県
支
部

中
国
地
方
本
部

日
本
下

　
日
本
下
水

道

事

業

道

事

業

団

（
Ｊ

Ｓ
）

（
Ｊ

Ｓ
）
西

日

本

本

日

本

本

部

は
、
は
、
５
月
　2626

日
に
一
般

日
に
一
般
競

争
で
公
告

争
で
公
告
を

行
っ
た
「

行
っ
た
「
三

次
市
稲
荷

次
市
稲
荷
ポ

ン
プ
場
建

ン
プ
場
建
設

工
事
」
に

工
事
」
に
つ

い
て
、
応

い
て
、
応
募

者
な
し
の
た
め
、
入
札
契

者
な
し
の
た
め
、
入
札
契
約

手
続
き
を
中
止
す
る
と
発

手
続
き
を
中
止
す
る
と
発
表

し
た
し
た
。 稲荷ポンプ場建設Ｊ

Ｓ 入札手続き中止に

の
主
査
を
務
め
る
広
島
工

の
主
査
を
務
め
る
広
島
工
業

大
学
の
坂
本
英
輔
准
教
授

大
学
の
坂
本
英
輔
准
教
授
が

建
設
分
野
へ
の
Ｉ
Ｔ
活
用

建
設
分
野
へ
の
Ｉ
Ｔ
活
用
、

合
理
的
設
計
、
施
工
フ
ロ

合
理
的
設
計
、
施
工
フ
ロ
ー

に
関
す
る
課
題
の
抽
出
と

に
関
す
る
課
題
の
抽
出
と
解

決
の
た
め
の
提
案
な
ど
を

決
の
た
め
の
提
案
な
ど
を
行

っ
た
Ｐ
協
議
会
の
活
動
を

っ
た
Ｐ
協
議
会
の
活
動
を
総

括
し
た
ほ
か
、
今
後
の
Ｓ

括
し
た
ほ
か
、
今
後
の
Ｓ
協

議
会
で
は
、
脱
炭
素
社
会

議
会
で
は
、
脱
炭
素
社
会
の

あ
る
べ
き
姿
を
目
指
し
、

あ
る
べ
き
姿
を
目
指
し
、
議

論
や
情
報
収
集
・
整
理
、

論
や
情
報
収
集
・
整
理
、
提

案
の
た
め
の
試
行
実
験
や

案
の
た
め
の
試
行
実
験
や
再

現
実
験
な
ど
を
進
め
て
い

現
実
験
な
ど
を
進
め
て
い
く

と
し
た

と
し
た
。

江
良
和
徳
氏
（
極
東

　
江
良
和
徳
氏
（
極
東
興

和
）
の
「
Ｒ
Ｃ
構
造
物
の

和
）
の
「
Ｒ
Ｃ
構
造
物
の
延

命
化
技
術
研
究
（
Ｍ
）
協

命
化
技
術
研
究
（
Ｍ
）
協
議

会
」
で
は
、
長
寿
命
化
・

会
」
で
は
、
長
寿
命
化
・
延

命
化
に
関
す
る
技
術
、

命
化
に
関
す
る
技
術
、
方

策
、
体
制
、
人
的
資
源
、

策
、
体
制
、
人
的
資
源
、
予

算
な
ど
に
関
す
る
課
題
に

算
な
ど
に
関
す
る
課
題
に
つ

い
て
の
議
論
を
重
ね
て

い
て
の
議
論
を
重
ね
て
お

り
、
小
規
模
橋
梁
の
維
持

り
、
小
規
模
橋
梁
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
、
広
島
県
土

理
に
つ
い
て
、
広
島
県
土
木

協
会
と
の
協
働
に
よ
る
「

協
会
と
の
協
働
に
よ
る
「
小

規
模
橋
梁
の
簡
易
点
検
要

規
模
橋
梁
の
簡
易
点
検
要
領

（
案
）
」
の
活
用
と
社
会
実

（
案
）
」
の
活
用
と
社
会
実
装

を
推
進
。
今
年
度
は
こ
れ

を
推
進
。
今
年
度
は
こ
れ
ら

の
活
動
に
加
え
、
現
場
見

の
活
動
に
加
え
、
現
場
見
学

や
意
見
交
換
を
通
じ
て
さ

や
意
見
交
換
を
通
じ
て
さ
ら

に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る

に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
。

さ
ら
に
、
広
島
工
業
大

　
さ
ら
に
、
広
島
工
業
大
学

の
竹
田
宣
典
教
授
に
よ

の
竹
田
宣
典
教
授
に
よ
る

「
初
期
ひ
び
割
れ
の
抑
制

「
初
期
ひ
び
割
れ
の
抑
制
技

術
研
究
（
Ｃ
）
協
議
会
」

術
研
究
（
Ｃ
）
協
議
会
」
で

は
、
温
度
ひ
び
割
れ
の
事

は
、
温
度
ひ
び
割
れ
の
事
例

と
対
策
、
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ

と
対
策
、
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ

高
添
加
に
よ
る
抑
制
、
初

高
添
加
に
よ
る
抑
制
、
初
期

ひ
び
割
れ
抑
制
の
適
切
な

ひ
び
割
れ
抑
制
の
適
切
な
養

生
方
法
と
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

生
方
法
と
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

な
ど
の
検
討
を
行
っ
た
。

な
ど
の
検
討
を
行
っ
た
。
今

年
度
は
発
注
者
・
設
計
者

年
度
は
発
注
者
・
設
計
者
・

施
工
者
へ
の
説
明
や
意
識

施
工
者
へ
の
説
明
や
意
識
向

上
の
働
き
か
け
、
同
会
が

上
の
働
き
か
け
、
同
会
が
作

成
し
て
い
る
「
初
期
ひ
び

成
し
て
い
る
「
初
期
ひ
び
割

れ
の
抑
制
対
策
の
工
事

れ
の
抑
制
対
策
の
工
事
事

例
」
の
充
実
を
図
る
と
し

例
」
の
充
実
を
図
る
と
し
て

い
る
い
る
。

近 未 来 コン
クリート研究会

総
会
と
活
動
報
告
開
く

3
協
議
会
の
活
動
さ
ら
に
深
化

間
が
読
め
る
よ
う
に
な

間
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ

た
」
「
出
発
に
余
裕
が
で

た
」
「
出
発
に
余
裕
が
で
き

た
」
な
ど
の
声
が
挙
が
っ

た
」
な
ど
の
声
が
挙
が
っ
て

所
要
時
間
の
ば
ら
つ
き
が

所
要
時
間
の
ば
ら
つ
き
が
約

　
分
短
縮
さ
れ
、
定
時
性

分
短
縮
さ
れ
、
定
時
性
が

1414向
上
。
物
流
関
係
者
か
ら
「

向
上
。
物
流
関
係
者
か
ら
「
時

お
り
、
物
流
の
効
率
化
・

お
り
、
物
流
の
効
率
化
・
地

域
産
業
の
支
援
に
効
果
が

域
産
業
の
支
援
に
効
果
が
出

て
い
る
と
し
て
い
る

て
い
る
と
し
て
い
る
。

画
）
の
資
格
を
有
し
、
技

画
）
の
資
格
を
有
し
、
技
術

士
法
に
よ
る
登
録
を
行
っ

士
法
に
よ
る
登
録
を
行
っ
て

い
る
者
を
管
理
技
術
者
と

い
る
者
を
管
理
技
術
者
と
し

て
配
置
で
き
る
―
な

て
配
置
で
き
る
―
な
ど

履
行
場
所
＝
市

　
履
行
場
所
＝
市
内

業
務
内
容
＝
都
市
計
画

　
業
務
内
容
＝
都
市
計
画
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
山

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
山
口

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
な
ど
の
各
種
都
市
計
画

ン
な
ど
の
各
種
都
市
計
画
を

検
討
す
る
た
め
、
山
口
市

検
討
す
る
た
め
、
山
口
市
の

都
市
計
画
に
係
る
各
項
目

都
市
計
画
に
係
る
各
項
目
の

調
査
業

調
査
業
務

履
行
期
間

　
履
行
期
間
＝
２
０
２
３

２
０
２
３
年

３
月
　
日
24

新新44ＫＫの魅力ある業界の魅力ある業界へへ
22年度定時総会開く

日建連中国支部

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

連携強固に地域貢献連携強固に地域貢献をを
第66回定期総会開く
山県郡建設業協会

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（2）（第三種郵便物認可） 2022年（令和4年）6月9日（木曜日）

つ
い
て
は
市
が
負
担
す
る

つ
い
て
は
市
が
負
担
す
る
。

組
合
は
、
管
路
施
設
の

　
組
合
は
、
管
路
施
設
の
計

画
的
な
維
持
修
繕
や
災
害

画
的
な
維
持
修
繕
や
災
害
時

の
緊
急
要
請
に
対
し
、
連

の
緊
急
要
請
に
対
し
、
連
携

し
て
対
応
す
る
こ
と
を
目

し
て
対
応
す
る
こ
と
を
目
的

に
２
０
２
１

２
０
２
１
年
９
月
３
日
に

設
立
。
朝
日
環
境
衛
生
（

設
立
。
朝
日
環
境
衛
生
（
福

山
市
新
涯
町
）
の
山
口
哲

山
市
新
涯
町
）
の
山
口
哲
男

に
必
要
な
支
援
を
要
請
。

に
必
要
な
支
援
を
要
請
。
要

請
に
応
じ
て
、
組
合
が
復

請
に
応
じ
て
、
組
合
が
復
旧

を
行
う
。
応
急
復
旧
費
用

を
行
う
。
応
急
復
旧
費
用
に

福
山
市
上
下
水
道
局
は

　
福
山
市
上
下
水
道
局
は
１

日
、
市
内

日
、
市
内
７
社
で
つ
く
る

社
で
つ
く
る
福

山
市
下
水
道
管
路
管
理
業

山
市
下
水
道
管
路
管
理
業
協

同
組
合
（
福
山
市
沼
隈
町

同
組
合
（
福
山
市
沼
隈
町
草

深
２
７
８
５

２
７
８
５
―
１
３
２

１
３
２
）
と

「
災
害
時
に
お
け
る
復
旧

「
災
害
時
に
お
け
る
復
旧
支

援
協
力
に
関
す
る
協
定
」

援
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
た
。
災
害
や
事
故

締
結
し
た
。
災
害
や
事
故
な

ど
で
管
路
施
設
（
公
共
下

ど
で
管
路
施
設
（
公
共
下
水

道
・
集
落
排
水
）
が
被
災

道
・
集
落
排
水
）
が
被
災
し

た
際
に
、
早
期
復
旧
を
図
る

た
際
に
、
早
期
復
旧
を
図
る
。

協
定
で
は
、
災
害
な
ど

　
協
定
で
は
、
災
害
な
ど
が

発
生
し
た
場
合
に
市
が
組

発
生
し
た
場
合
に
市
が
組
合

に
対
し
、
巡
視
・
点
検
・
調
査

に
対
し
、
巡
視
・
点
検
・
調
査
・

清
掃
・
修
繕
な
ど
応
急
復

清
掃
・
修
繕
な
ど
応
急
復
旧

市
管
路
管
理
組
合
と
協
定
締
結

福　山　市
上下水道局

災
害
時
な
ど
早
期
復
旧
へ

氏
が
代
表
を
務
め
て
い
る

氏
が
代
表
を
務
め
て
い
る
。

局
で
は
、
被
災
時
に
迅

　
局
で
は
、
被
災
時
に
迅
速

な
復
旧
を
行
う
た
め
、
他

な
復
旧
を
行
う
た
め
、
他
都

市
や
民
間
企
業
と
の
連
携

市
や
民
間
企
業
と
の
連
携
を

進
め
て
お
り
、

年
度
に

進
め
て
お
り
、　

年
度
に
は

2121

日
本
下
水
道
管
路
管
理
業

日
本
下
水
道
管
路
管
理
業
協

会
と
「
災
害
時
に
お
け
る

会
と
「
災
害
時
に
お
け
る
応

援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
。

今
回
の
締
結
に
よ
り
、
市

今
回
の
締
結
に
よ
り
、
市
内

業
者
と
の
連
携
を
よ
り
一

業
者
と
の
連
携
を
よ
り
一
層

強
化
す
る
狙
い

強
化
す
る
狙
い
。

　
　

　
　


